タイトル（中央揃え）14ポイント　　MS明朝本文・周囲の余白にある文字、記号を削除し提出する
Ryouyajirusi 


～ 副題 ～（ある場合は中央揃え　なければ空白）12ポイント
キーワード:○○○○，○○○○，○○○○（3～5個）（中央寄せ）9ポイント
〇発表者名　共同研究者名（右寄せ）9ポイント
所属施設名（右寄せ）9ポイント
[bookmark: _Hlk191036629]※所属施設名は略さず、正式名称を記載する
　[空白]
実践報告抄録原稿様式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	別紙1-２18㎜


20㎜

Ⅰ．実践の背景
（本文　MS明朝　10ポイント）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（略）
[空白]
Ⅱ．実践内容
1． 対象
15㎜

2． 期間


3． 実践経過



[空白]
Ⅲ．倫理的配慮

記載例）
所属施設の看護部の了解を得た。対象者には、目的、方法、結果発表、不利益からの保護、プライバシーの保護などについて、文書と口頭で説明し、同意を得た。なお、本演題発表に関連して開示すべき利益相反関係にある企業等はない。


 [空白]
Ⅳ．実践結果
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（略）


[空白]
Ⅴ．考察
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


[空白]
Ⅵ．まとめ
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（略）
　　　　　　　　　

[空白]15㎜

引用文献
１）○○○○○○○○○○○○○○○○○○
２）○○○○○○○○○○○○○○○○○○
３）○○○○○○○○○○○○○○○○○○

注）引用文献は記載するが、参考文献は記載しない。
注）学術雑誌と書籍は記載方法が異なる。以下を参照し、　コロン(：)で、コンマ（，）ピリオド（．）の使い方にも注意する。
例）宮城協子：看護研究の○○○について,○○看護,25（11）,p.38,2008.
例）宮城協子：看護実践研究の手引き(3),○○看護出版,p.145-146,2006.
例）Alice Williams：Nursing Research(4) ,2001,宮城協子訳,看護研究(4),○○看護出版, p.279-280,2003.



[bookmark: _Hlk124513673]※本文10ポイント　MS明朝
※1段１行の文字数　22文字
※１ページの行数　　48行
※A4用紙1ページを厳守
[bookmark: _Hlk191049264]※図・表は入れない、文章のみ
